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３）新たな外来種の侵入・拡散予防措置

（１）生態系保全・管理対策及び調査・研究活動

・対利用者の施設は
継続して維持管理
・対事業者の施設整
備に向けた検討

・対利用者の施設と
して、歩道入口に外
来種除去装置を設置
・対事業者の施設と
して、試行実験や処
理方法の検討を実施

・必要な施設の整
備・管理・運営体制
について検討・調整

予防措置の実施に必
要な施設の整備

・継続実施

・継続実施

・事業契約時に業務
実施上の遵守事項と
して位置づけ
・入林許可手続き等
において指導徹底
・自然公園法の許可
申請手続き等におい
て指導徹底

共通遵守事項の義務
づけ

項目 共通遵守事項の策定 管理機能を有する体制
の整備と運用

具体の内容 ・共通遵守事項の内
容の明確化

・速やかに報告を受け
る仕組み・情報窓口の
一元化
・生態系保全・管理対
策及び調査・研究活動
の実施状況や成果等の
情報の集約とデータの
適切な管理

これまでの
取組

・関係行政機関の共
通仕様書の検討

・小笠原自然情報セン
ター関係者ページの試
験運用開始

今後の取組 ・継続検討 ・本格的なHP上での関

係者間の情報共有を図
る

管理計画の進捗状況（全体説明）

※赤字 ：H23年度の取組
赤字下線：後段で詳細説明

資料３－１
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管理計画の進捗状況（全体説明）

３）新たな外来種の侵入・拡散予防措置

（２）緑化・建設事業

・継続検討

・関係行政機関の共通の環境配慮事項
の検討
・小笠原村では、東京都作成の指針を
遵守

・「東京都環境配慮指針」に準じた共
通環境配慮事項の具体的な内容につい
て検討・調整

東京都事業に準じた環境配慮の実施項目 公共事業における環境配慮指針、景観
に配慮した公共施設整備指針（推奨樹

種）などの更新

具体の
内容

・植栽に際しての近縁種による遺伝子
攪乱については、更なる対応を検討
・指導の徹底と最新の情報を踏まえた
見直し

これまで
の取組

・指導の継続
・関係機関に対し、指針の対応状況調
査及び見直し事項調査を実施
・「東京都環境配慮指針」の検討に関
して都庁内に会議体を設置

今後の
取組

・必要に応じて見直しを図る。特に推
奨樹種リストについては、科学委員会
の「植栽の考え方」の内容等を精査の
うえ検討する
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項目 利用時の予防措置の指導の徹底

具体の
内容

・観光者、島民、観光事業者、自然ガイド等に対して分かり易い行動指針を定め
講習会等を通じて説明・指導を継続的に実施

これまで
の取組

・ルールブック配布済
・属島に渡る際にはウズムシ類の侵入予防措置として、上陸前の靴底の海水洗浄
を実施
・島内の宿に注意喚起の貼り紙掲示
・歩道入り口でのマット・粘着ローラーの使用呼びかけ

今後の
取組

・今後もエコツーリズム協議会ガイド制度・ルール検討部会等において必要に応
じ検討

管理計画の進捗状況（全体説明）

３）新たな外来種の侵入・拡散予防措置

（３）自然利用
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・継続して意見交
換等を実施

・農業者との定期
的な意見交換の場
などにより情報を
提供

・技術検討や重点
的な情報提供
・必要な施設整備

土付き植物の取り
扱いの適正化

・農業者との意
見交換等を実施

・特に侵略性の
高い農業種の導
入に係る情報な
し

・リストの公表
・事前相談の呼
びかけ
・導入の是非や
管理手法に関す
る指導

未侵入種の拡散
防止

項目 既侵入種の拡散
防止

管理機能を有する体
制の整備と運用

具体の
内容

・リスト及び拡
散防止のための
適正な管理手法
の情報提供、技
術指導

・情報提供
・技術指導
・リスク低減措置に
関する管理体制の整
備
・持続的な農業振興
策の検討

これまで
の取組

・パッションフルー
ツ、トマトに係るガ
イドラインを作成
・他の作物（25種程

度）は作成中

・農業者との定期的
な意見交換の場など
により情報を提供

今後の
取組

・他の作物のガ
イドライン作成
を継続

・継続して意見交換
等を実施

管理計画の進捗状況（全体説明）

３）新たな外来種の侵入・拡散予防措置

（４）農業活動
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・島民の飼養状況につ
いて実態把握に努めて
いく

・獣医師会による診療
・イヌへのマイクロ
チップ装着

・イヌ、ネコ、鳥類、熱帯
魚、昆虫等の管理の徹底
・事前相談窓口の設置
・行動指針としての明文化
・継続的な普及啓発

愛玩動物の管理の徹底

・継続して赴任者・転入
者への注意喚起
・おがさわら丸ペット
ルーム利用者への広報
・HPによる新規転入者向

け広報

・獣医師会による診療及
び島民懇談会による普及
啓発
・住民説明会の実施
・村民だよりでの広報
・支庁赴任者・転入者へ
の情報提供

・島民および観光客へ
の情報提供、普及啓発

愛玩動物の適正飼養の
取り組み促進

項目 飼いネコ適正
飼養の強化

園芸種の取り
扱いの適正化

具体の
内容

・条例の遵守
など管理の徹
底

・農業に準じ
た情報提供、
技術指導、普
及啓発

これまで
の取組

・条例改正によ
るマイクロチッ
プ装着の義務化
・集落対策ＷＧ
メンバーによる
現地調査、個別
訪問

・普及啓発チ
ラシに園芸の
リスクを記載
し、島内主要
施設等で配布

今後の
取組

・上記取り組
みを継続

・農業対応の
方向ができた
際に準用を検
討

管理計画の進捗状況（全体説明）

３）新たな外来種の侵入・拡散予防措置

（５）愛玩動物・園芸植物の飼養・栽培・持込
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・普及啓発の継続

・防衛省への普及啓発
・墓参事業での普及啓発
・遺骨収集事業での環境
配慮

・硫黄島での活動に対す
る関係者への配慮事項徹
底の呼びかけ

（硫黄島）
外来種の侵入防止

・検査・処理の実施の全
体像について事務局にて
検討継続

・任意申告書制度の導入
検討(アンケート調査の実
施)
・検査・処理の実施の全
体像について事務局にて
検討

・導入物資や生物に対す
る届け出手続き、検査・
処置の実施に必要な体制
の検討

有効な水際対策の実現に
向けた条件整備

項目 注意喚起の継続実施

具体の
内容

・定期航路その他の利
用者に対する注意喚起

これまで
の取組

・竹芝やおがさわら丸船内
での普及啓発
・乗客や旅行業者への注意
喚起
・観光船でのマット等設置
・ははじま丸乗船口靴底洗
浄設備の設置
・竹芝における試行

今後の
取組

・竹芝における啓発スタッ
フの配置及び靴底洗浄マッ
トの設置
・二見港における足拭き
マットの設置
・普及啓発の継続

管理計画の進捗状況（全体説明）

３）新たな外来種の侵入・拡散予防措置

（６）定期航路その他による人・物資の移動
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・遺伝子解析による知見の蓄積
・事例の蓄積と「考え方」の修正
・陸産貝類（カタマイマイ、キノボリ
カタマイマイ、チチジマカタマイマ
イ）の捕獲、室内飼育、増殖の実施。
並びに野外飼育所の食害防除策の確立。

・科学委員会の下に植栽ワーキングを
設置し、行政事業を対象とした「『植
栽』を計画するにあたっての考え方」
を策定、運用開始
・広域分布種６種（モモタマナ等）に
ついて遺伝子解析を実施中
・カタマイマイ、オガサワラハンミョ
ウの域外飼育開始・継続

・目的、方法、場所、リスク、効果を
踏まえ慎重に判断し検討・対応

域外保全、植栽等の遺伝子攪乱への
対処

項目 事業・調査の特性に応じた環境配慮の
徹底

具体の
内容

・作業員の理解の徹底、配慮措置の適
切な運用、都の指針の共有化

これまで
の取組

・都の環境配慮指針、建設作業の手引
きはＨＰで公表済
・都事業について、指針に従い配慮を
徹底
・「東京都環境配慮指針」の検討に関
して都庁内に会議体を設置

今後の
取組

・指針の改良について検討

管理計画の進捗状況（全体説明）

４）各種事業・調査での環境配慮の徹底
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・今後も、外来種
の状況を見ながら
実施

・南島でのシンク
リノイガ、母島で
のアカギ駆除の実
施

・島民参加による
外来種駆除の継続
実施
・属島での実施検
討

ボランティアによる
外来種駆除の実施

・関係団体等と
議論しながら検
討

（現段階で実施
されていない）

・自然資源の適正利
用
・産業を通した外来
種抑制・駆除
・自然環境への影響
を最小限としつつ、
自立的な経済発展に
向けた取組

自然と共生した
産業の振興

・小中学校の総合
学習の継続及び環
境教育プログラム
の試行的実施結果
を踏まえ検討

・小中学校での総
合学習の活用
・国土交通省作成
の環境教育プログ
ラムの試験的実施

・学校教育や家庭
教育プログラムの
企画・構築による
教育基盤の充実
・子供達が主体的
に参画するような
機会づくり

子供達への教育の
実施

項目 島民への普及啓発

具体の
内容

・適切な情報提供
・意見交換の機会の
拡大
・小笠原諸島におけ
るライフスタイルの
提案
・転入者に対する情
報提供

これまで
の取組

・ステッカー等の普
及啓発グッズを作成
・住民説明会の実施、
PRイベントへの出典

・横断幕、記念シー
ルの作成、遺産登録
記念式典の開催

今後の
取組

・地域課題検討Ｗ
Ｇで検討
・取組の継続
・効果的な普及啓
発の実施

管理計画の進捗状況（全体説明）

５）自然と共生した島の暮らしの実現
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管理計画の進捗状況（全体説明）

６）適正利用・エコツーリズムの推進

・外来種対策メニューの実施
と検証、一般メニュー化
・疑似核心地域の洗い出しと
利用の推奨
・受け入れ機関の設置

・試験的な外来種駆除メ
ニューやツアーの実施

・小笠原村観光局の立ち
上げ

・外来種の駆除を活動メ
ニューとするツアー等の
企画・展開

・総合的な受け入れ環
境・体制の構築

・自然環境の価値を重要
地域に行かずとも身近に
体験できる取組の実施

自然体験活動・ボラン
ティア活動の推進

・陸域ガイド制度の登録
開始
・村民向け講習会
・全体構想の策定

・陸域ガイド制度につい
て検討、講習の実施
・エコツーリズム全体構
想策定の着手

・島民総てがガイドであ
るという意識の醸成

・プロガイドの登録制度
を設定にうよる質の向上

自然ｶﾞｲﾄﾞによる適正利
用の推進

項目 行動指針（ルール）の
作成と普及啓発

具体の
内容

・ルールの遵守の徹底
・必要に応じたルール
の変更・新規ルールの
設定

これまで
の取組

・ルールブック改訂版
作成、配布済
・聟島の自主ルールを
試行中

今後の
取組

・今後もエコツーリズ
ム協議会ガイド制度・
ルール検討部会等にお
いて必要に応じ検討
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・科学委員会にお
いてモニタリング
計画の議論

未実施

既存の各種調査と
連携して小笠原諸
島の自然環境に係
わる長期的なモニ
タリングを実施

長期的モニタリン
グの実施

・関係者ページ
の運用継続

・HP改訂完了

・関係者ページ
の試験運用開始

・情報データ
ベースの整備と
継続的管理
・新たな外来種
の侵入などへの
緊急対応に資す
る行政機関・研
究者間での情報
伝達・共有

情報の共有・活
用の推進

・継続予定

・南島及び森林生態
系保全地域の利用モ
ニタリングを継続

・南島・定期航路・
主要施設等の利用モ
ニタリングを継続
・利用動態に影響す
る事業の検討・実施
状況などについても
把握
・森林生態系保全地
域の利用モニタリン
グを継続

利用に関するモニタ
リングの実施

項目 保全・管理対策
モニタリングの

実施

具体の内
容

・外来種対策の
影響を事前予測
し、対策に反映
・新たな知見は、
保全・管理対策
にフィードバッ
ク
・適切な役割分
担の下で連携し
てモニタリング
を実施

これまで
の取組

・各事業におい
てモニタリング
を実施

今後の取
組

・科学委員会に
おいてモニタリ
ング計画の議論

管理計画の進捗状況（全体説明）

７）モニタリングと情報活用の推進
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３）新たな外来種の侵入・拡散予防措置

●設置内容 粘着ローラー、泥落としマット・ブラシ、プラナリア対策用お酢スプレー
●周知活動
・森林生態系保護地域の利用講習時に説明、協力依頼
・チラシの全戸配布及び島民便りへの掲載により島民に周知、協力依頼
・宿泊施設に周知のための貼り紙を配布、掲示を依頼

（１）生態系保全…管理対策及び調査・研究活動
（３）自然利用

実施主体 父島 母島

林野庁 夜明平西、傘山、初寝、東平、
時雨山、千尋ルート入り口、小港

石門、桑ノ木山

環境省 高山 南崎南入口、乳房山右回り入口
※都が設置後は装置を乳房山玉川ダム入
口と万年青浜入口に移動

東京都 ※都の管理する歩道に設置予定
※設置箇所は未定（三日月山、電信
山、旭山等を検討中）

乳房山右回り・左回り入口、南崎南入
口、西台入口、東山北入口・南入口

◆設置箇所と役割分担

父島・母島の歩道入口等に外来種除去装置を設置
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◆設置位置図

父島 母島
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◆設置の様子 ◆宿泊施設の貼り紙

傘山入口

南崎南入口
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【遺産登録による観光客数の増加】
・おがさわら丸乗船客数は１．４倍（前年度同月比）
・観光船（１隻500人程度乗船）の運航予定数が５倍
（年間６隻程度から平成24年は31隻の運航が計画中）

３）新たな外来種の侵入・拡散予防措置

（６）定期航路その他における人・物資の移動

利用者に対する注意喚起

●乗客への周知
・小笠原海運及び小笠原ツーリストに予約時に注意喚起チラシの配布を依頼
・関連ホームページ（小笠原自然情報センター、小笠原村観光局等）への掲載
・観光船による旅行業者へのチラシデータの配布・協力依頼

●旅行業者への周知
・旅行業者向け説明会において旅行企画にあたっての留意事項として案内

●外来種除去装置の設置
・船舶事業者に対し、乗船時のマットによる泥落としや、粘着ローラー・ブラシ等
の船内への設置を依頼・調整中
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表１ おがさわら丸乗船客数の動向（年度別４月～１２月）

人

年度

小笠原村

◆参考：おがさわら丸乗船客数の動向等について

16
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◆定期船・観光船予約時の普及啓発チラシ

18

３）新たな外来種の侵入・拡散予防措置

（６）定期航路その他における人・物資の移動

二見港ははじま丸乗船前の外来種対策

●平成23年12月末より、ははじま丸休憩所前において靴底洗浄施設の運用開始
●ポンプ循環による海水マットと靴洗い場を設置

設置位置 使用イメージ 使用状況
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３）新たな外来種の侵入・拡散予防措置

（６）定期航路その他における人・物資の移動

竹芝おがさわら丸乗船前の外来種対策
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東京都獣医師会の獣医による診療を通じ、
飼い猫がノネコの供給源とならないよう、適正飼養の推進を図る

山域・・・捕獲したノネコの受入

集落・・・・「派遣診療」による適正飼養の推進

「派遣診療の目的」

平成23年度の概要
●実施機関 11月24日・25日 母島 27日～30日 父島
●派遣獣医師 ７名（うち1名看護士）
●対象動物 主にネコ・イヌ
●診療項目 マイクロチップ挿入、避妊手術、ワクチン接種等
●飼い主との懇談会
・「小笠原で猫と共生するために」（中川動物病院：中川獣医師）
・「愛犬と楽しく暮らすために」（大窪動物病院：大窪獣医師）
●その他
・保育園などでの幼児向け講演の実施（動友ペットランドクリニック：齋藤獣医師）
・小笠原ネコに関する連絡会議との意見交換会の実施

「東京都獣医師会
の協力」

小笠原ネコに関する連絡会議（小笠原村）

３）新たな外来種の侵入・拡散予防措置

（５）愛玩動物・園芸植物の飼養・栽培・持込

小笠原諸島派遣動物診療について
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◆これまでの実績（ネコのみ）

実施年度 診療頭数 ﾏｲｸﾛﾁｯﾌﾟ 避妊手術 備考

平成20年度 ２６ １７ ５ １航海での実施

平成21年度 ６０ ２５ ６

平成22年度 ７５ ２４ ５

平成23年度 ６５ １０ ２

合 計 ー ７６ １８

父・母島 飼い猫数 ﾏｲｸﾛﾁｯﾌﾟ済 避妊手術済

父島 ９３ ７８（８４％） ８９（９６％）

母島 ４６ １９（４１％） ４６（１００％）

計 １３９ ９７（７０％） １３５（９７％）

◆島内の状況（H２４．１月末現在）

今後の集落の飼い猫の課題については、参考資料「小笠原ネコに関する連絡会議と東京都獣医師
会小笠原動物診療派遣団 意見交換会の議事レポート参照

小笠原ネコに関する連絡会議（小笠原村）

頭

頭
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項目 概要

日程 父島（福祉センター） ６月１０日（金） １４時～、１９時～
母島（村民会館） ６月 ８日（水） １４時３０分～、１９時～

内容 世界遺産の概要、ＩＵＣＮ勧告内容等

参加者数 父島 ４４名 母島 ３５名 計 ７９名

項目 概要

日程 父島（福祉センター） ７月４日（月） １４時～、１９時～
母島（村民会館） ７月５日（火） １４時３０分～、１９時～

内容 世界遺産の概要、世界遺産委員会の報告等

参加者数 父島 ４７名 母島 ３６名 計 ８３名

◆世界遺産登録後の説明会 【平成２３年７月】

◆IUCN勧告後の説明会 【平成２３年６月】

地域連絡会議事務局（小笠原村）

５）自然と共生した島の暮らしの実現

島民説明会の実施状況

●島民への情報提供と普及啓発を目的とし、節目ごとに現地事務局で実施
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質疑内容 回答内容

①新たな外来種が発生したときの対策は？ ①船内等での普及啓発の継続、靴底洗浄など実効性
のあるものから実施していく

②世界遺産に関する窓口を一本化して欲しい ②各機関で情報共有を密にしながら対応したい

③地形・地質が勧告の内容に含まれていない ③遺産区域の変更に関する勧告はない。今後も価値
のあるものとして守っていく

④観光客増により、おがさわら丸に島民が乗れない
ことを危惧している

④島民の足、生活航路として村民枠を確保。乗れな
かった場合、村に連絡を。

⑤特定の人ではなく、いろいろな人の意見を取り入れ
て欲しい

⑤今回の説明会も意見を取り入れる機会。自然と島
の活性化の両立が必要であり、今後様々な機会を通
じ取り入れていく。

⑥母島にもビジターセンターのような施設が欲しい ⑥今後、財政状況や必要性を踏まえ検討していきた
い。

地域連絡会議事務局（小笠原村）

◆住民説明会での主な質疑応答


